
愛
知
県
岡
崎
市
の
中
根
康
浩

市
長
が
自
ら
掲
げ
た
公
約
「
全

）
市
民
へ
の
五
万
円
給
付
」
に
つ

い
て
、
給
付
対
象
を
縮
小
す
る

已暉D

方
向
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

5

分
か
っ
た
。
九
日
に
市
議
会
臨

0

時
会
に
提
出
す
る
給
付
の
た
め

n
)
i
-
．．
 
,

'

：
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「
眼
球
使
用
困
難
症
候
群
に
つ
い
て
特
集
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」

。

無
料
通
信
ア
プ
リ
L
I
N
E
（
ラ
イ
ン
）
で
「
Y
o
u
r
s
c
o
o
p
i
み
ん
な

の
取
材
班
」
に
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
聞
き
慣
れ
な
い
病
名
が
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
病
気
を
患
っ
て
い
る
と
い
う
三
重
県
鈴
鹿
市
の
女
性
(
-
と
の
母
親
か
ら
。

女
性
は
強
烈
な
ま
ぶ
し
さ
を
感
じ
て
目
が
開
け
ら
れ
ず
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

実
態
は
全
盲
に
近
い
が
、
現
状
で
は
視
覚
障
害
認
定
の
対
象
に
な
ら
ず
、
福
祉
制
度

の
”
谷
間
“
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。

「
少
し
で
も
病
気
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
る
女
性
を
訪
ね
た
。

（
奥
田
哲
平
）

窓
に
遮
光
カ
ー
テ
ン
を
引
い
た
部
屋
で
、
特
殊
サ
ン
グ
ラ
ス
を

つ
け
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
女
性
1
1
三
重
県
鈴
鹿
市
で

岡
崎
市
長
、
原
案
否
決
な
ら

っ
て
い
る
人
た
ち
に
ま
っ
た
＜

支
援
が
届
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
あ
ら
た
め
て
臨
時
会
を
開

く
な
ど
し
て
修
正
案
を
提
案
し

た
い
」
と
釈
明
し
た
。
給
付
対

象
を
低
所
得
者
ら
に
絞
る
こ
と

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

た
中
根
市
長
。
関
係
者
に
よ
る

と
、
一
時
は
原
案
の
撤
回
も
検

討
し
て
い
た
。

中
根
市
長
は
市
議
会
臨
時
会

に
九
日
、
五
万
円
給
付
の
事
業

費
約
百
九
十
五
億
六
千
万
円
を

含
む
補
正
予
算
案
な
ど
を
提

男
塁
認
緯
製
欝

香
川
で
新
た
に

鳥
イ
ン
フ
ル
か

簡
易
検
査
で
陽
性
反
応

強烈なまぶしさ、実態ほぼ全盲

脳に起因、視覚障害認定されず

眼球使川困難症候群
~ー
自
宅
そ
ば
の
伊
勢
湾
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
。
だ
が
、

女
性
が
晴
れ
た
日
に
外
へ
出
か

け
る
こ
と
は
な
い
。
自
室
は
窓

に
遮
光
カ
ー
テ
ン
が
引
か
れ
、

隙
間
を
粘
署
テ
ー
プ
で
ふ
さ
い

で
暗
く
し
て
い
る
。
外
出
時
に

は
、
周
囲
の
明
か
り
を
百
分
の

一
に
抑
え
る
特
殊
サ
ン
グ
ラ
ス

が
欠
か
せ
な
い
。

「
部
屋
で
ハ

ム
ス
タ
ー
と
遊
ん
で
い
る
時
が

楽
し
い
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。

女
性
が
異
様
に
ま
ぶ
し
さ
を

覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昨

年
五
月
ご
ろ
。
銀
色
の
車
に
反

射
し
た
光
に
目
を
突
き
刺
さ
れ

た
よ
う
に
感
じ
た
と
い
う
。

先
天
性
心
疾
患
を
掬
え
て
い

る
。
十
四
歳
の
時
に
心
停
止

し
、
幸
い
蘇
生
し
た
も
の
の
高

次
脳
機
能
障
害
を
発
症
し
た
。

そ
れ
で
も
通
信
制
の
高
校
を
卒

業
し
、
昨
春
か
ら
ド
ッ
グ
ト
レ

ー
ナ
ー
の
専
門
学
校
に
入
学
し

費
、
公
園
の
整
備
費
な
ど
が
含

ま
れ
る
。
中
根
市
長
は
こ
れ
ま

で
「
（
全
市
民
へ
の
五
万
円
給

付
は
）
デ
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
主
張
。

十
月
二
十
一
日
の
就
任
会
見
で

は
、
実
現
で
き
な
い
場
合
「
リ

コ
ー
ル
（
解
職
請
求
）
を
受
け

て
も
当
然
」
と
話
し
て
い
た
。

（
鎌
田
旭
昇
）

，
 

た
ば
か
り
だ
っ
た
。
｀

眼
科
で
診
て
も
ら
っ
た
が
、

眼
球
に
異
常
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
症
状
は
徐
々
に
悪
化

し
、
屋
内
の
電
灯
に
も
耐
え
ら

れ
ず
、
長
時
間
明
る
い
場
所
に

い
る
と
頭
痛
が
す
る
よ
う
に
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
画
面
を
暗

く
す
れ
ば
何
と
か
見
ら
れ
る

が
、
水
玉
な
ど
の
柄
も
ま
ぶ
し

く
見
え
る
た
め
、
無
地
の
服
を

買
い
直
し
た
。
通
学
は
半
年
で

諦
め
、
通
院
で
外
出
す
る
時
に

は
く
じ
ょ
う

は
白
杖
を
使
う
。

女
性
の
よ
う
に
眼
球
は
正
常

な
の
に
、
ま
ぶ
し
さ
や
痛
み
な

ど
で
見
え
な
い
症
状
を
「
眼
球

使
用
困
難
症
候
群
」
と
呼
ぶ
。

二
0
一
七
年
に
井
上
眼
科
病
院

（
東
京
）
の
若
倉
雅
登
名
誉
院

長
が
提
唱
し
た
。
若
倉
医
師
は

「
視
力
は
あ
る
の
に
、
そ
れ
を

脳
が
処
理
す
る
の
に
不
具
合
が

起
き
て
い
る
。
ま
ぶ
た
が
開
閉

医
療
、
福
祉
の
「
谷
間
」

「
眼
球
使
用
困
難
症
候
群
」
は
ま
だ

公
認
さ
れ
た
医
学
用
語
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
提
唱
し
た
若
倉
医
師
は
「
眼
科

医
は
眼
球
に
異
常
が
な
い
の
で
症
状
を

知
ら
ず
、
神
経
内
科
医
は
目
の
病
気
は

眼
科
だ
か
ら
と
タ
ッ
チ
し
な
い
。
谷
間

に
落
ち
て
い
る
状
況
だ
」
と
指
摘
す
る
。

若
倉
医
師
に
よ
る
と
、
潜
在
的
な
患

者
も
含
め
て
全
国
に
三
十
万
ー
五
十
万

人
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
専
門

医
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
、
診
断
で
き
る
医
院
が
少
な

い
。
患
者
か
ら
相
談
を
受
け
る
N
P
o

「
目
と
心
の
健
康
相
談
室
」
の
荒
川
和

と
が
県
へ
の
取
材
で
分
か
っ
す
る
見
込
み
。

め
ら
れ
て
い
る
。
県
に
よ
る

た
。
遺
伝
子
検
査
で
確
定
さ
せ
政
府
は
五
日
、
香
川
県
三
豊
と
、
東
か
が
わ
市
の
養
鶏
場
と

る
た
め
、
士
二
羽
の
検
体
を
茨
市
の
養
鶏
場
で
高
病
原
性
鳥
イ
は
四
十
討
以
上
離
れ
て
お
り
、

城
県
の
国
の
機
関
に
送
っ
た
。

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
確
認
さ
れ
た
関
連
性
は
不
明
。

P
C
R検
査
も
実
施
し
、
早
け
と
発
表
し
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
国

れ
ば
八
日
午
前
に
結
果
が
判
明
約
三
十
三
万
羽
の
殺
処
分
が
進
内
の
羮
鶏
場
で
は
、
二

0
一
八

尼
崎
脱
線
事
故
車
両

乗
客
百
六
人
が
死
亡
し
た
二

0
0五
年
の
尼
崎
J

R
脱
線
事
故
で
、

J
R西
日
本
は
七
日
、
兵
庫
県
伊

丹
市
で
遺
族
や
負
傷
者
ら
へ
の
説
明
会
を
開
き
、
社

員
研
修
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
吹
田
市
）
に
整
備
す
る

事
故
車
両
保
存
施
設
の
概
要
を
説
明
し
た
。

施
設
は
千
五
百
平
方
店
の
ス
ペ
ー
ス
に

ペヽこ―一-Iこ整備する事故i端）のイメージ

潜在30万人厚労省調査
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害年か目障五ばピ とをり女れのを同め視 て指るし
者金る以害回白スそ却相‘性てで無症‘力現い摘なづ
雇が °降者ま杖をの下談地はし‘理候脳と行な ゜どら
用受認は手でを受たさし元視ま目や群の視のい恨症い
の給定一帳は使けめれた自力うがりは誤野視と 1台状‘
機
でを時が無つら十たが治が←見測想作で覚い療は字
き受間な料たれ分 ゜
会るけ

‘体 0 とえれ定動」障う法さが

も iまれ芋
＝いだ歩なな --,に・若るば外に晶害゜はま踊

生
たが行い！昌 適障七倉と正 起゚さの 堕ざつ

かば円め‘訓 ゜止 用害程医判常--,因れ認 ュまて
解くた数し省 訴窮 l子 ま‘障が六身練例サ 外認度師断値視する定 さ'--見
腐函雷住ぢ某贋忍只戻盟 れ障害か回体 ゜え 1 一定あ ゜さな力るたは れとえ
まをも自若醤｛則多心を長 も着や稿交い生前九 1容症 ；よ来る
る踏出 1台倉 のいの受は ‘てまし流にが来‘‘歳も院し眼'--う— o
こみ始体医か要←問け→ : 1 無写してサ着成年はの身にて球とに人女
と出めが師ら請と題ら慟
をした独に実を厚にれけ

くいイ飾人二奪女に行か使願公で性
ヽ；三・(;..

期たと自よ態受 発ずな

JOCの常務理事 冒`濯冒 ；冒［青［開る友添秀則氏(64)が、教授 同氏は10月下旬、取材に対 の疑いで調査が行われた。 た。 JOCでは昨年6皮「
だった早稲田大でパワーハ し「ハラスメント行為と言 スポーツ倫理学を専門と 常務理事に就任。スポーツ

早大でパワハラか ラスメントの疑いがあると われても現実にはない」と する友添氏は、スポーツ界 庁のスポーツ審議会では会

在籍時、教員2人に
して学内調査を受けていた 否定していた。 のガバナンス（統治）や運 長代理を務める。国が策定

ことが7日、複数の関係者 関係者によると、昨年11 動部活動の問題に詳しく、 した競技団体の運営指釘

日本オリンピック委員会 への取材で分かった。既に 月に内部告発があり、教員 漿力指導やハラスメントに 「ガバナンスコード」の策

(J oc)常務理事を務め 大学を自己都合で退職した 2人に対するハラスメント ついて幅広く発言してい 定にも深く関わった。 ． 
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年
一
月
に
同
県
さ
ぬ
き
市
で
確

認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は

な
く
、
東
か
が
わ
市
で
確
認
さ

れ
れ
ば
今
シ
ー
ズ
ン
で
二
例
目

と
な
る
。

三
豊
市
の
発
生
農
場
か
ら
十

討
圏
内
の
周
辺
農
場
は
百
十
五

戸
、
飼
育
規
模
は
四
百
六
十
二

万
羽
に
上
る
が
感
染
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。

◇
,
．
二

0
-
E栄
一
郎
さ
ん
と
熊
本
県

六
年
四
月
の
熊
芦
モ
よ
る
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

本
地
震
で
被
災
i

卜
の
一
環
。

し
た
熊
本
市
動
i

◇
…
チ
ョ
ッ
パ
ー
は
ト

植
物
園
（
同
市
ぷ
ノ
カ
イ
を
モ
チ
ー
フ
に
し


